
令和元年度下半期に実施した主な事業【くらし】

事　業　名 内　　容

生活安全支援事務
【地域配備青パト事業】

　地域の共助防犯の強化を図るため、地域への貸出用青パトを伊興区民事務所に配
車しました（区内合計12台）。

生活安全支援事務
【特殊詐欺対策事業】

　特殊詐欺対策として、以下の事業を実施しました。
◆区内無人ＡＴＭに携帯電話抑止装置を設置（計8箇所）
◆「アポ電体験ダイヤル」を開設し、詐欺の手口を広く周知
◆自動通話録音機1,000台を無償貸与
◆防災行政無線を利用し特殊詐欺の種別に応じた放送内容で注意喚起を実施

生活安全支援事務
【自転車盗難対策】

　区内駐輪場において、無施錠自転車に対し、施錠を促す「警告札」を作成し、徒歩パ
トや警察署と協力して取り付けを行いました（延べ20,000枚)。

生活安全支援事務
【横断幕設置事業】

　足立区の刑法犯認知件数が戦後最少を記録したことを伝えるとともに、治安の改善
と区のイメージアップを目的とした横断幕を作成し、北千住駅西口ペデストリアンデッ
キや区役所ロータリー、区内駐輪場に設置しました（計27箇所）。

ジェネリック医薬品普及事
業

　ジェネリック医薬品の普及のために協議会を開催し、医師会・歯科医師会・薬剤師会
と共に普及啓発を推進しています。また、ジェネリック医薬品に替えた場合の差額をお
知らせする通知を10月と2月の2回送付しました。

◆委員謝礼　68千円　（ジェネリック医薬品普及協議会を1回開催）
◆ジェネリック医薬品差額通知送付経費1,333千円

ビューティフル・ウィンドウズ
運動
【美化推進事業】

 　「花のあるまちかど事業」では、協力団体の商店街、住区センターが多くの方の目
に触れる場所で、春にむけてチューリップの育成を行いました。
　 また、事業に協力いただいている花店舗では、引き続きビュー坊のガーデンピック
配布キャンペーンを実施しました。
◆協力団体数　　　57団体
◆協力花店舗　　　75店舗

　 10、11月に町会・自治会、事業所、保育園、学校等の団体が清掃活動を行う「秋の
ごみゼロ地域清掃活動」を実施しました。
◆参加者数　 　 41,937人
◆参加団体数　　676団体

   主要6駅周辺の禁煙特定区域で「禁煙パトロール」を、それ以外の駅周辺で「迷惑
喫煙防止マナーアップパトロール」を実施しました。
◆禁煙パトロール実施回数　575回
◆迷惑喫煙防止マナーアップパトロール実施回数　515回

   ビューティフル・ウィンドウズ運動における取り組みが特に顕著な区民・団体に対し、
感謝状を贈呈するため「ビューティフル・パートナー感謝状贈呈式」を実施しました。
◆表彰団体・区民　　11部門　222団体　134人

   4月1日の東京都受動喫煙防止条例の全面施行に伴い、受動喫煙防止マナーアッ
プキャンペーンを実施しました。
◆路上・歩行喫煙者マナー向上啓発動画放映　14日間（あだちスマイルビジョン）
　（その他　動画deあだち、デジタルサイネージ）
◆北千住駅東口喫煙所に喫煙マナー向上・条例周知の横断幕を設置
◆啓発用ティッシュの配布　　40,000個



令和元年度下半期に実施した主な事業【くらし】

孤立ゼロプロジェクト推進
事業

　 地域における見守り活動を促進し、区民が社会的孤立状態になることを防止するた
め、1,903世帯で高齢者実態調査を実施しました。
　 また、新たに2町会・自治会等が自主的な見守り活動（わがまちの孤立ゼロプロジェ
クト）を始めました（計94団体）。
◆累計調査世帯数　48,553世帯（うち支援につながった世帯数4,220世帯）
　 （3月末現在）

生活困窮者自立支援事業

　生活に困っている方からの様々な相談をお受けし、一緒に解決方法を探しました。
　また、複数の相談を1箇所でお受けするために、弁護士等の専門家を招いた出張総
合相談会を開催しました。
◆くらしとしごとの相談センター相談受付件数
　 2,727件（電話対応を含む。）
◆出張総合相談会
　 開催日数　10日
　 相談受付件数　148件
◆就労に向けた準備を整えることを目的とした就労準備支援を委託により実施しまし
　 た。
　 利用者　92人
◆主に中学生を対象としたマンツーマンの学習支援と安心して過ごせる居場所の提
　 供を委託により実施しました。
　 施設数　7箇所（拠点施設4箇所、ブランチ（分室）3箇所）
　 登録者　313人

介護予防事業

　高齢者の健康寿命の延伸を図るため、様々な介護予防事業に取り組みました。
◆はじめてのらくらく教室
　 区施設等で運動機能向上、口腔ケア、栄養改善などの教室を開催しました。
 　会場：33箇所　回数：  33回　参加者：  456人
◆はつらつ教室
　 室内で体操や健康体力づくりなどの教室を開催しました。
　 会場：20箇所　回数：209回　参加者：4,223人
◆パークで筋トレ
　 専門指導員の指導のもと、公園や広場を利用して、安全・気軽に 健康体力づくりが
　 できる教室を開催しました。
 　会場：30箇所　回数：282回　参加者：5,755人
◆ウォーキング教室
　 歩き方の基礎を学んだり、区内外のコースを気軽に歩きながら健康体力の維持・向
　 上を目指す教室を開催しました。
 　15コース    　回数：   36回　参加者：   417人

地域包括ケアシステムの推
進

　「地域包括ケアシステムビジョン」に基づき、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で
の生活を続けることができるよう取り組みました。
◆医療・介護連携の推進
　 多職種連携研修会の開催
　 回数　3回  参加者　149人
　 関係者向け在宅療養支援窓口相談件数　166件
◆認知症初期集中支援の推進
　 相談件数　6件
　 早期発見のための訪問支援
　 訪問人数　5,084件
◆梅田地区モデル事業の実施
　    足立区版地域包括ケアシステムの構築に向け、梅田地区を担当する地域包括
    支援センター関原を中心に、地域の医療関係者や介護事業者、住民等で構成する
    地域プラットフォームで検討・企画したモデル事業を展開しました。
　 【実施事業（抜粋）】
　 　・ 人生の終末期を考えるイベント「人生会議とは」の開催        　参加者　218人
　　 ・ 民間事業者（モスバーガーカリブ梅島店）との協働による
　　 　地域の飲食店を会場とした「認知症カフェ」の実施　回数　4回　参加者　44人
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データヘルス推進事業
　 臨時職員を雇用し、区が保有する健康データについて、ライフステージを超えた分
析を進めました。
◆臨時職員賃金　267千円（7月から雇用）

健康あだち21推進事業
【糖尿病対策】

◆あだちベジタベライフ協力店新規開拓委託の実施(100店舗実施、合計815店舗)
◆第5回子どもの健康・生活実態調査の実施(調査票配付数 5,130人)
◆各種イベント（糖尿病月間、東京電機大学健康フェスタ等）での血糖測定実施
　 (327人)

こころといのちの相談支援
事業

◆ゲートキーパー研修（中級）の実施
　 【対象者】民生・児童委員、区職員
 　【延べ参加者】174人
◆小・中学校特別授業「ＳＯＳの出し方教育」の実施
　(ＤＶＤを活用した担任教諭による授業実施と保健師の授業実施の2方式)
 　【担任教諭実施校】4校　計391人
　 【保健師出張校】13校　計1,283人
◆インターネット・ゲートキーパー事業の実施
　 （10月～3月）
   【キーワード検索件数】52,822回
　 【ホームページクリック数】3,095回
　 【相談者数】51人

生活環境保全対策事業
【ごみ屋敷、不法投棄、放
置自転車対策】

◆ごみ屋敷等対策
　 21件の相談を受け、45件（継続対応分を含む）を解決しました（令和元年度累計
　 相談件数65件、累計解決件数95件）。また空き地の草刈について、20件の相談
　 を受け、53件（継続対応分を含む）を解決しました（令和元年度累計相談件数89
 　件、累計解決件数86件）。
◆不法投棄対策
　 不法投棄処理個数は4,308個（累計9,432個、前年度比5.5%減）、不法投棄通報
　 協力員の登録者数は630人（累計2,376人）、民有地の不法投棄物撤去支援は
　 16件（累計47件）です。
◆放置自転車対策
　 区内4か所の移送所と8か所の自転車駐車場で「不用自転車の無料引き取り事業」
　 を実施し、3,262台（10月～3月）の持ち込みがありました。

エネルギー対策の推進
【温室効果ガス排出削減】

　省エネ活動や再生可能エネルギーの活用を促進し、地球にやさしい低炭素社会を
実現するため、各種補助を行いました。
＜補助件数＞
◆太陽光発電システム設置費補助金
　 交付決定件数　 　53件　金額　 11,024,200円
◆省エネリフォーム補助金
　 交付決定件数 　 101件　金額　  4,792,000円
◆蓄電池・ＨＥＭＳ設置費補助金
　 交付決定件数  　  76件　金額　  3,800,000円
◆省エネ家電製品購入費補助金
　 交付決定件数　1,186件　金額　14,232,000円
◆集合住宅・事業所等ＬＥＤ照明設置費補助金
　 交付決定件数　  　81件　金額　13,683,000円
◆電気自動車等購入費補助金
　 交付決定件数　  　32件　金額  　3,120,000円
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ごみの減量・資源化の推進

◆燃やすごみの中には、資源になる紙類が15.1%含まれており 「資源になる紙類大辞
　 典」や「紙資源分別バッグ」を活用し、分別方法や排出方法について周知しました。
◆年々人口が増加する中、毎年、燃やすごみの量は減少してきましたが、新型コロナ
　 ウイルスの影響もあり、在宅する区民が増えたため、2月以降ごみ量が増加し、前
　 年度を上回る約126,170t（H30年度：125,402t）と燃やすごみの量が約768ｔ増えまし
　 た。
◆ごみ削減に向けて、10月の3Ｒ推進月間にＳＮＳやアトリウム展示を活用し、区内
　 の食品ロスの実態やフードドライブの案内、区内5か所で実施した夏祭りでのリユー
　 ス食器活用の取り組みを紹介しました。
◆3Ｒ推進月間に合わせて、Ｒのお店によるキャンペーンを行い、３Ｒにつながる商品
 　の購入やマイバック持参等ごみ削減につながる行動を推奨しました。
◆食品ロスの削減を図るため、ごみの組成調査の実施結果をもとに、チラシやパンフ
　  レット、ＳＮＳによる啓発を行いました。

自然環境・生物多様性の理
解促進事業

◆綾瀬川・荒川・垳川・毛長川で「河川魚類等調査」を実施しました。
　 実施期間　　8月26日から10月29日にかけて計8日実施
   確認魚種　　32種
◆都市農業公園西側河川敷等で「足立の昆虫調査隊」を実施しました。
   実施日　　　 10月6日
   参加者　　 　延べ112人
◆舎人公園で「野鳥観察会」を開催しました。
   実施日　　　 1月26日
   参加者　　　 17人
◆上半期から引き続き、区内40か所で野鳥モニターによる「野鳥生息調査」を行い
   ました。
   確認種　　　 76種
◆小学生とその家族を対象に、友好都市の栃木県鹿沼市で環境学習ツアー「親子
   米作り体験」を実施しました。
   実施日　  　 11月24日
   参加者　　 　38人

ビューティフル・ウィンドウズ
運動【防犯まちづくり推進地
区認定事業】

◆平成26年に認定した2地区（認定期間5年を満了）を対象に、認定の更新を10月
　 に実施しました。
　 ・長門南部町会、西綾瀬四丁目自治会
　 ・10月25日

◆防犯まちづくり推進の普及啓発として、本庁舎にてｱﾄﾘｳﾑ展示、ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑを開催
 　しました。
　 ・アトリウム展示　10月28日～10月31日
　 ・シンポジウム　　11月1日　参加者102人（進行：足立区長とｼﾝﾎﾟｼﾞｽﾄ3人）

◆認定を更新した2地区を対象に、ﾋﾞｭｰﾃｨﾌﾙ・ﾊﾟｰﾄﾅｰ感謝状贈呈式にて感謝状を
　 授与しました。
　 ・長門南部町会、西綾瀬四丁目自治会
 　・11月21日

◆北千住エリアへのPRとして、ﾁｬﾘﾃｨｲﾍﾞﾝﾄ「あだちｻﾝﾀｳｫｰｸ」へ物品協賛しました。
　 ・12月8日　参加者401人

◆令和2年度から開始する個人でも行える新事業「ながら見守り参加登録要綱」を
　 制定しました。
 　・3月31日


